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ようこそ白銀の世界へ
氷ノ山スキー場

議会事務局のアドレスへ

２
第155号

平成28年

月号

　今シーズンは雪不足
のため、スキー場開き
をしてから、一か月遅
れの１月20日にオープ
ンとなりました。



昨年に
引き続き ふる  さと納税増収

国道482号線トンネル残土処理に係る

用地取得費、立木補償費

土木総務費

841万円

間伐材の搬出補助（1050㎥追加）

若桜材需要拡大推進事業

105万円
町営バスの修繕料

バス運行事業

116万円

林道維持作業費の増加

林道維持費

188万円

主 な
事 業

12 月 定 例 会

追加補正
6492万円

一般会計
総額

36億7570万円
町営バス間伐材の搬出の様子

水道計装架空ケーブル支柱取替、

水道送水管布設替工事費

簡易水道事業特別会計繰出
金

224万円

老朽化した水道計装架
空ケーブル支柱

ふるさと納税の記念品の追加、
クレジット決済委託料

ふるさと納税推進事業

817万円

ふるさと納税記念品の一例
整備された大通中江線

トンネル残土処理予定地
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審議結果一目でわかる

議案の採決は、川上守議長を除く９人で行います。

12月定例会

全会一致の議案

【中尾理明議員】　
　条例根拠はマイナンバー制度、総背番号制である。税の適正課税、社会保障利用が目的とされて
いるが、国民を監視、管理する統制が強まり、個人情報の漏えいの恐れさえある。人権侵害、プラ
イバシー権侵害の憲法違反。関係官庁見解も「マイナンバーの記載がなくとも、関係書類は受理さ
れる」とのこと、条例の正当性、緊急性はないため反対です。

２条例の反対×の意見

氏　　　　名

青
木　

一
憲

山
根　

政
彦

山
本　

安
雄

岡
田　

一
弥

前
住　

孝
行

山
本　

晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾　

理
明

小
林　
　

誠

結　
　
　

果

若桜町個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律の施行に伴う関係条
例の整理に関する条例について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

氏　　　　名

青
木　

一
憲

山
根　

政
彦

山
本　

安
雄

岡
田　

一
弥

前
住　

孝
行

山
本　

晴
隆

上
川
裕
見
子

中
尾　

理
明

小
林　
　

誠

結　
　
　

果

請願書（所得税法第56条の廃止を
求める意見書を国にあげて下さい）

［委員会審査結果］
不採択 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 可決

討論 賛否の分かれた議案
条　例　

請　願

請願反対×の意見
予
算

平成27年度若桜町一般会計補正予算（第３号） 可決

平成27年度若桜町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決

条　

例

若桜町鉄道施設条例の一部改正について 可決

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部改正について 可決

若桜鉄道株式会社が所有する鉄道車両の無償譲受について 可決

若桜町特別職等の給与の特例に関する条例の一部改正について 可決

そ
の
他

損害賠償の額を定めることについて 可決

若桜町教育委員会委員の任命について 同意

請
願
・
陳
情

外国人の扶養控除制度の見直しを求める意見書の採択を求める陳情 ［委員会審査結果］
不採択 可決

平成28年度若桜町商工会一般補助金の増額に関する陳情書 ［委員会審査結果］
採　択 可決

「名護市辺野古への新基地建設凍結と地方自治の尊重、国民的議
論の推進を日本政府に求める意見書」提出に関する陳情書

［委員会審査結果］
不採択 可決

提 言

住民の声：「協議が必要」はどうなったか

■人口減少について ○�高齢者から小さな子どもたちが明るく元気に生活をするため
に三世代居住支援事業交付金制度の拡充を図る必要がある。

■若桜鉄道について
○�気動車のデザインや車内を一新して、観光列車と
しての活用を検討する

　� �観光ガイドを乗せた観光列車の継続。観光列
車としてのデザインの変更が行われる。

○�新たな利用者の発掘を行うため、イベント列車
の運行支援を行う
　� �買い物列車・サイクルトレイン・ブライダル

列車・わんわん列車・Ｇバス等の運行を行っ
ている。

■人口減少問題について
○�通勤時間の短縮を図るため、国道29号線の改良

を促進する
　� �若葉台入口より市内方向の片側二車線化の要

望活動を行っている。
■その他
○�若桜米の積極的なPRと販売網の検討�
　� �若桜米のブランド化を図るため旧戸倉トンネ

ルの利用を行う。
○�若桜町観光協会を中心とした観光メニューの開
発や各団体との連携を図るための指導・助言

　� �周遊型トレッキング事業を行っている。各種
団体の連携は、（仮称）連絡調整会議が開催さ
れる予定。

●林業の活性化・林業の職場体験・氷ノ山の観光等　　　　　●若桜宿内の景観について
●若桜駅周辺の活性化について　　　　　　　　　　　　　　●地域おこし協力隊について
●若桜木材協同組合（ウッディー）の熱源利用について　　　●コンビニエンスストアの誘致
●医療・介護の態勢の維持・確保

若桜総合戦略調査特別委員会での今後の検討事項

議会報告会まとめ平成
27年度

　平成27年度第６回議会報告会は、昨年と同様意見交換を主に開催し多くの意見をいただきました。そ
れらの意見を協議・集約した結果、第５回議会報告会の意見と一点を除きほぼ重複しており、前回提言を
行った内容を引き続き注視してまいります。また、提言一点と前回提言の中の事業について、「協議が必要」
となっていた部分で、「現在実施されているもの」「実施されようとしているもの」を掲載しました。

請願賛成○の意見
【山根政彦議員】
　所得税法第56条が、男女間所得の
不均等を招いているとは思いません。
青色申告には、特別控除を受けるメ
リットもあり、経費に算入できる青
色申告をする方が納税者にも利点が
あると思うので反対です。

【中尾理明議員】
　所得税法第56条は、原則として家族への給料は必要経
費としていない。白色申告者の記帳の習慣化が進み、政府
税調答申（1984年）でも評価している。家族給料の経費
算入は欧米では当たり前、算入を認めていないのは先進諸
国の中では日本だけ、経済産業大臣、財務大臣も廃止の検
討を答弁しており、喫緊の課題であるため賛成です。
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若桜鉄道の
　新たな取り組み

　平成27年第８回議
会定例会は12月15日
に招集され、町長か
ら提出された議案10
件、陳情請願４件を
慎重審議の結果、全
議案を可決し、12月
18日に閉会した。

平成
27年度

一
般
会
計
総
額６

４
９
２
万
円
を
追
加
補
正

36
億
７
５
７
０
万
円

■�

平
成
27
年
度
若
桜
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

 
主
な
歳
入

　

普
通
交
付
税�

３
３
０
０
万
円

　

地
方
創
生
先
行
型
交
付
金

�

２
９
６
５
万
円

　

特
別
医
療
費
補
助
金�

１
６
６
万
円

　
林
道
整
備
事
業
補
助
金�

１
５
２
万
円

　

指
定
寄
附
金�
１
６
２
０
万
円

　

公
共
交
通
維
持
基
金
繰
入
金

�

△
２
４
１
４
万
円

　

臨
時
財
政
対
策
債�

５
４
３
万
円

 

主
な
歳
出

　

バ
ス
運
行
事
業�

１
１
６
万
円

　

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立

�

１
６
２
０
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

�

８
１
７
万
円

　

基
幹
統
計
調
査
費�

△
57
万
円

　
特
別
医
療
費
支
給
事
業�

３
３
２
万
円

●�

若
桜
町
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

　

障
が
い
者
福
祉
事
業�

１
３
７
万
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
務
費

�

１
５
４
万
円

　

健
康
増
進
事
業�

23
万
円

　

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　

�

２
２
４
万
円

　

若
桜
材
需
要
拡
大
推
進
事
業

�

１
０
５
万
円

　

林
道
維
持
費�

１
８
８
万
円

　

観
光
事
業�

13
万
円

　
氷
ノ
山
集
客
促
進
事
業�

２
０
６
万
円

　

土
木
総
務
費�

８
４
１
万
円

　

町
営
住
宅
管
理
事
業�

87
万
円

　

給
食
セ
ン
タ
ー
費�

46
万
円

■�

平
成
27
年
度
若
桜
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

２
２
４
万
円
を
追
加
し
て
、
総
額

１
億
９
５
９
９
万
円
と
し
た
。

算
予

例
条

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

つ
い
て
、必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

条
例
を
制
定
す
る
も
の
。

●�

若
桜
鉄
道
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　

若
桜
鉄
道
が
所
有
す
る
車
両
を
第
３

種
鉄
道
事
業
者
で
あ
る
若
桜
町
・
八
頭

町
が
無
償
で
譲
り
受
け
、
公
共
財
産
と

し
て
車
両
を
追
加
し
、
こ
れ
の
設
置
管

理
に
関
す
る
事
項
の
一
部
改
正
を
行
う

も
の
。

●�

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図

る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
規
定
が
平

成
27
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法

施
行
令
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
た

め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

●�

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
地
方
税
法
の

■�

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て

一
、
損
害
賠
償
の
額

　
　
　

12
万
９
２
３
０
円

二
、
事
件
の
概
要

　

�　

平
成
27
年
９
月
１
日
、
出
張
用
務

の
た
め
県
道
49
号
線
を
走
行
中
、
道

路
脇
の
車
庫
に
衝
突
し
、
損
害
を
与

え
た
も
の
。

■�

若
桜
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

�　

若
桜
町
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
任
命
を
同
意
す
る

も
の
。

　
　
　

武
田　

恭
二
さ
ん
（
新
町
）

の
そ

他

■�

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
）

一
、
財
産
の
内
容

　
　
　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

二
、
契
約
の
方
法

　
　
　

指
名
競
争
入
札

三
、
契
約
の
相
手
方

　
　
　

河
戸
サ
ー
ビ
ス

四
、
取
得
価
格

　
　
　

９
２
０
万
３
６
６
２
円

五
、
取
得
の
目
的

　

�　
（
一
財
）
観
光
開
発
事
業
団
の

老
朽
化
し
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
を
更
新
し
、
お
客
様
の
受
け

入
れ
態
勢
の
強
化
を
図
る
た
め
。

12 月 議 会 定 例 会

第
７
回
臨
時
会

11/20

搬出された間伐材

老朽化したマイクロバス

一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
公
布
さ
れ

た
の
で
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

●�

若
桜
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有
す
る
鉄

道
車
両
の
無
償
譲
受
に
つ
い
て

　

若
桜
鉄
道
株
式
会
社
が
所
有
す
る
鉄

道
車
両
を
若
桜
町
・
八
頭
町
が
無
償
で

譲
り
受
け
、
若
桜
鉄
道
株
式
会
社
に
こ

の
鉄
道
車
両
の
維
持
管
理
及
び
無
償
使

用
さ
せ
る
こ
と
。

●�

若
桜
町
特
別
職
等
の
給
与
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
11
月
に
発
生
し
た
職
員
の

不
祥
事
に
よ
り
、
町
民
の
信
頼
を
損
ね

無償譲受される車両

※�詳細は、P. ７をご覧ください。

給食センター

た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
町
長
は
給

料
の
１
０
０
分
の
10
を
、
副
町
長
は
給

料
の
１
０
０
分
の
５
を
、
そ
れ
ぞ
れ
１

カ
月
間
減
給
す
る
も
の
。
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教育民生常任委員会 総務産業常任委員会
町土整備課 ふるさと創生課

産業観光課

町民福祉課

教育委員会

地籍調査事業 ふるさと納税推進事業

氷ノ山集客促進事業

若桜鉄道関係

若桜町商工会との意見交換

移住促進事業

指定管理事業

体育施設管理 若桜学園視察

町営住宅管理事業

児童福祉一般・塵芥処理対策事業

伝統的建造物群保存対策調査事業

平成27　年度の主な事業の進捗状況について

【説明】土地所有者が町外の場
合、なかなか立ち会ってもらえない。
委任状も貰えないので進みにくい。
【質疑】次の集落は。
現在吉川を行っている。２年後に
栃原を予定している。

【説明】１０月末で、約1100万円あり、年末年始にさらに
増えることが予想されるが、品数がそろわない状況。
【意見】ふるさと納税のお礼商品取り扱い窓口を一本
化する仕組みの検討が必要である。

【説明】氷太くんの１
階カーペット張り替え
工事は、１２月末には
完成予定で、体育館
屋上の手すりの修繕
を追加した。

【説明】赤字補填のため2947万円を１２月の定例会で
上程する。また、車両４両を若桜町と八頭町の財産と
することを検討している。

【まとめ】商工会の状況は、少ない職員で本来の業務に加え、にぎわい
創出事業に関連する施設運営等もされている。また、事務所の老朽化
により修繕費も膨らんでいる。各団体との意見交換の中でも出ている
が、横の連携不足が指摘されている。当委員会でも再度、執行部に対
して（仮称）連絡調整協議会を開くように、提言していきたい。にぎわい
創出事業についても地域おこし協力隊をうまく使って事業を進めていただ
き、また、諸鹿の硯石や若桜の下駄など伝統ある特産品の復活について
も、後継者の育成に尽力していただきたい。

【説明】駅前のトスク２Ｆを改修して、移住セン
ター（仮称）を開設したいと思っている。

【意見】味工房の管理に問題がある。こ
れまでの累積赤字分約800万円の処理
や経営について、真剣に取り組んでいた
だきたい。
【回答】味工房の経営については、今後
取締役会で検討をする。

【意見】八幡広場の利用状況は。
【回答】�８月から1182名の利用があった。団体も多く使っていた

だいている。
【説明】所轄に関する予算はおおむね予定通り執行している。

【改善点】
・２年生教室に避難口が必要。
・�中庭のひび割れ、苔、桜の根の盛り
あがりがあり、検討が必要。
・�８，９年生教室が増築屋根の照り返し
で暑い。
・�小学生用のバスケットゴールがない。

【説明】町営住宅若葉団地は木造２階建て２DKを、２棟（４戸）を
建設予定。解体後、入札を行う。
【質疑】入居者の対象は。
現在引っ越している方を優先し、申請がなければ公募する。
【意見】引っ越しの話をするときは、住民が選びやすいように具体的
な家賃比較のできる資料を持って対応していただきたい。

【説明】子育て支援・世代間交流センター工事が遅れているの
で、設計管理の工期変更を行った。
【説明】納骨堂残灰搬出・供養碑移設工事は完了した。
【意見】ストックヤードの追加品目についてはどうか。
【回答】様々な形で検討しているが、どれも実施までに至って
いない状況である。

【説明】個別の家屋調査を行っていて、対象家屋は30件ある。
今後50件を目標に部屋の使用方法、生活の仕方などの聞き取
り、蔵通り・寺通りの立面図なども作成していく。
【意見】住民説明は、丁寧にしていただきたい。
【回答】２月に一斉の住民説明を行う予定。対象家屋には、個々
に説明している。

氷太くんの改装した１階廊下

建設中の子育て支援・世代間交流センター

移住センター（仮称）が予定されているトスク２Ｆ

若桜町商工会館

12月定例会までの 委員会活動報告

（校長先生の声）
支援員の配置は手厚くしていただ
き、ありがたいと思っている。今後
も引き続きお願いしたい。
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詳しくは
　若桜町ホームページ ⬇各課のご案内 ⬇議会事務局 ⬇会議録

中尾　理明 議員

山根　政彦 議員

岡田　一弥 議員

山本　安雄 議員

上川裕見子 議員

前住　孝行 議員

小林　　誠 議員

質 

問 

者一般質問Ｑ Ａ 　12月議会定例会の一般質問は、12月17日に行われ、
７人の議員が町政の課題について質問しました。
　質問の要旨と町長の答弁を要約して紹介します。

中尾　理明�議員山根　政彦�議員

Q　

昨
年
十
月
共
産
党

国
会
議
員
と
共
に
低
空
飛

行
の
中
止
と
日
米
合
意
を

守
る
よ
う
政
府
に
要
請
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
十
六

年
前
に
結
ん
だ
合
意
に
反

し
、
土
日
夜
間
等
訓
練
が

強
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦

争
法
の
成
立
に
よ
る
若
桜

で
の
訓
練
の
拡
大
を
警
告

し
、
中
止
を
求
め
ま
し
た
。

　

県
へ
求
め
て
い
る
騒
音

測
定
器
の
設
置
に
つ
い
て
、

Q　

近
年
、
伝
統
工
芸
品

の
技
術
が
途
絶
え
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。
先
人
が
残

し
て
く
れ
た
伝
統
技
術
を

継
承
す
る
こ
と
が
大
切
と

感
じ
る
が
、
所
見
を
伺
い

ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

代
々
引
き
継
が
れ

て
来
た
伝
統
技
術
が
し
っ

か
り
と
未
来
へ
継
承
さ
れ

町
単
独
で
も
設
置
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

今
年
の
低
空
飛
行
は

11
月
現
在
、
31
回
50
機
で

す
。
特
に
11
月
30
日
に
は

１
日
４
回
、
14
機
の
米
軍

機
が
轟
音
を
響
か
せ
な
が

ら
飛
行
し
、
住
民
に
大
き

な
不
安
と
恐
怖
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

　

騒
音
の
測
定
器
設
置
は
、

県
を
通
じ
国
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
私
は
国
が
し
な

け
れ
ば
県
と
町
で
半
額
ず

つ
出
し
て
設
置
す
る
提
案

も
し
ま
し
た
が
、
他
の
自

治
体
の
考
え
も
あ
り
、
実

現
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
以

前
町
と
県
で
設
置
し
、
町

の
２
分
の
１
は
特
別
交
付

税
を
当
て
る
提
案
を
し
ま

る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
若
桜
町

の
移
住
定
住
の
促
進
と
連

携
し
な
が
ら
、
後
継
者
を

確
保
す
る
こ
と
も
選
択
肢

の
一
つ
で
あ
り
、
検
討
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

Q　

観
光
客
が
年
々
増
え

て
い
る
が
、
若
桜
町
の
土

産
物
が
少
な
く
あ
ま
り
経

済
効
果
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
せ
ん
。
特
産
品
と
は

別
に
、
若
桜
の
土
産
物
の

開
発
に
町
と
し
て
支
援
が

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
所

見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

土
産
品
開
発
は
、
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
、
改
め
て
県
と
相

談
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

Q　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防

災
ヘ
リ
は
緊
急
時
に
は
事

前
の
届
け
出
の
義
務
は
な

い
と
の
こ
と
、
発
進
の
後
、

上
空
で
の
連
絡
に
な
り
ま

す
。
米
軍
機
、
自
衛
隊
機

が
飛
行
す
る
若
桜
町
は
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
が
豊
岡
方
面

を
往
復
す
る
通
過
点
と
な

る
こ
と
も
多
く
、
緊
急
発

進
時
で
の
衝
突
の
危
険
は

格
別
で
す
。
危
険
防
止
に

つ
い
て
関
係
機
関
へ
の
要

請
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す

が
、
如
何
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

１
月
以
降
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
若
桜
方
面
へ

の
飛
行
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

が
13
回
、
防
災
ヘ
リ
が
３

回
で
す
。
警
察
ヘ
リ
、
中

国
電
力
の
ヘ
リ
も
飛
行

し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

米
軍
機
の
飛
行
ル
ー
ト
と

他
の
ヘ
リ
の
ル
ー
ト
が
重

開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
観

光
協
会
、
商
工
会
、
若
桜

鉄
道
、
氷
ノ
山
観
光
業
者

組
合
、
町
等
々
で
土
産
品

の
検
討
委
員
会
を
作
っ
て

頂
き
、
実
現
に
向
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
も

し
っ
か
り
と
支
援
を
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Q　

特
産
品
の
開
発
拡
大

の
た
め
、
若
桜
町
版
「
ふ

る
さ
と
認
証
」
制
度
を
取

り
入
れ
て
、
生
産
者
の
意

識
向
上
を
図
る
と
同
時
に
、

消
費
者
が
安
心
し
て
購
入

で
き
る
商
品
開
発
を
推
進

し
て
み
て
は
と
思
い
ま
す

が
、
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

若
桜
か
ら
で
も
是
非

前
向
き
に
や
っ
て
い
き
た

い
。
た
と
え
ば
、
工
芸
品

や
農
畜
産
物
に
加
え
、
近

年
力
を
入
れ
て
い
る
ジ
ビ

エ
商
品
な
ど
も
認
証
し
、

若
桜
鹿
と
し
て
、
こ
れ
か

ら
Ｐ
Ｒ
で
き
る
物
は
や
っ

な
り
、
衝
突
や
ニ
ア
ミ
ス

の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
回
数
が
増
え
る
と

予
測
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
と
米
軍
機
の
衝
突
の
危

険
が
増
し
て
い
る
こ
と
を

喚
起
し
、
低
空
飛
行
の
中

止
の
要
請
を
今
ま
で
以
上

に
強
め
て
い
き
ま
す
。

Q　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
大
筋
合

意
な
ど
と
決
定
の
よ
う
に

宣
伝
し
、
政
府
は
国
会
決

議
違
反
に
反
省
も
せ
ず
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
政
策
大
綱
に
よ
り

乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
農
家
が
コ
メ
の
暴
落

等
大
変
な
中
、
家
族
農
業

が
大
半
の
日
本
農
業
を
壊

滅
へ
と
導
く
も
の
と
考
え

ま
す
が
、
所
見
を
伺
い
ま

す
。

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
商
品

開
発
と
併
せ
て
、

生
産
者
を
含
む

民
間
の
方
に
も

積
極
的
に
取
り

組
ん
で
頂
く
必

要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

Q　

町
職
員
の
不
祥
事
は
、

大
変
残
念
な
出
来
事
で
し

た
が
、
そ
の
後
の
全
職
員

へ
の
対
応
と
、
今
後
の
職

員
教
育
を
含
め
た
こ
れ
か

ら
の
人
事
管
理
に
つ
い
て
、

お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

合
意
の
内
容
が
明
ら

か
に
な
る
に
つ
れ
、
農
林

水
産
業
者
の
不
安
が
増
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
合
意

は
日
本
の
農
業
に
深
刻
な

打
撃
が
出
る
こ
と
を
懸
念

し
て
お
り
、
全
国
町
村
長

大
会
で
も
、
地
方
創
生
推

進
の
支
障
と
な
り
か
ね
な

い
こ
と
等
決
議
し
ま
し
た
。

〈
そ
の
他
、
国
民
健
康
保

険
問
題
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。〉

田植えの様子道の駅の土産物売場

�

小
林
町
長

A　

町
民
の
皆
様
に
、
お

詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
地
方
公
務
員

法
や
交
通
法
規
の
厳
守
と

と
も
に
、
全
体
の
奉
仕
者

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
服
務

の
徹
底
や
モ
ラ
ル
の
向
上

を
図
る
よ
う
に
さ
ら
に
指

導
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
、

失
っ
た
信
頼
を
職
員
一
丸

と
な
り
ま
し
て
回
復
す
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

商工関係

移
住
定
住
の
促
進
と
連
携
し

な
が
ら
、
後
継
者
を
確
保
す

る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ

伝
統
工
芸
品
の
技
術
を

�

継
承
す
る
施
策
を

低空飛行問題

改
め
て
県
と

�

測
定
器
設
置
を
相
談
す
る

町
単
独
で
も

�

騒
音
測
定
器
等
の
設
置
を

ＴＰＰ問題

農
業
に
深
刻
な

打
撃
、
地
方
創

生
に
支
障
も

日
本
農
業
を
壊

滅
さ
せ
る
Ｔ
Ｐ

Ｐ
の
所
見
は

人事管理

失
っ
た
信
頼
を

職
員
一
丸
と
な

り
回
復
す
る

全
職
員
へ
の
対
応

と
職
員
教
育
は
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岡田　一弥�議員山本　安雄�議員

Q　

９
月
定
例
会
で
平
成

26
年
の
若
桜
町
決
算
審
査

意
見
書
が
若
桜
町
監
査
委

員
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
指
摘
に
よ
れ

ば
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

若
桜
町
で
は
、
各
種
保
険

事
業
の
給
付
額
の
増
加
が

予
測
さ
れ
、
こ
れ
を
抑
制

す
る
施
策
が
必
要
と
思
わ

れ
る
。
高
騰
す
る
医
療
費

を
抑
制
す
る
た
め
に
現
在

行
っ
て
い
る
若
桜
町
の
施

策
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

Q　

総
合
戦
略
作
成
に
係

わ
っ
た
若
桜
地
方
創
生
検

討
委
員
会
は
検
証
に
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

検
証
機
関
と
し
て
総

合
戦
略
の
各
施
策
の
進
捗

状
況
な
ど
の
効
果
検
証
を

行
い
な
が
ら
、
２
年
間
見

直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q　

平
成
31
年
の
最
終
年

度
ま
で
委
員
の
延
長
は
さ

れ
ま
せ
ん
か
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

国
民
健
康
保
険
事

業
に
お
け
る
医
療
の
保
険

給
付
は
、
平
成
23
年
度

の
約
３
億
４
，
６
０
０
万

円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
度
で
は
対
前
年
比

が
５・
２
％
増
の
２
億
９
，

９
０
０
万
円
余
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。
疾
病
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
が
医
療

費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
、
各
種
健
康
教

室
の
開
催
及
び
検
診
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
教
室
と
し
て
は
、
糖

尿
病
、
骨
粗
鬆
症
に
も
及

び
ま
す
が
、
町
民
み
ん
な

が
健
康
で
元
気
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
、
医
療
費
の

高
騰
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
、

啓
発
活
動
や
参
加
し
や
す

い
体
制
づ
く
り
に
も
努
め

�

小
林
町
長

A　

任
期
が
切
れ
た
ら
新

し
い
委
員
で
毎
年
検
証
を

行
う
。

Q　

総
合
戦
略
の
基
本
目

標
で
の
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
ラ
ミ
ナ

製
造
対
応
加
工
ラ
イ
ン
の

整
備
に
つ
い
て
町
内
循
環

型
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

町
内
の
事
業
体
と
協

議
し
た
い
。

　

若
桜
材
の
地
域
内
加
工

と
雇
用
機
会
創
出
と
い
っ

た
好
循
環
を
検
討
し
た
い
。

Q　

自
伐
林
家
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
伺
い
ま
す
。

Q　

地
域
の
課
題
解
決
の

為
に
旧
小
学
校
区
や
、
近

隣
の
複
数
集
落
を
単
位
と

し
た
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
小
規
模
多
機
能
自
治

体
の
立
ち
上
げ
を
協
議
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま

す
。

て
ま
い
り
ま
す
。

Q　

厚
生
労
働
省
は
毎

年
高
騰
す
る
医
療
費
の

削
減
の
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
を

２
０
２
０
年
ま
で
に
80
％

以
上
に
し
た
い
と
打
ち
出

し
て
い
る
。
行
政
当
局
と

し
て
、
こ
の
対
策
を
今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

る
の
か
。

�

小
林
町
長

A　

国
民
健
康
保
険
と
し

て
、
患
者
が
後
発
医
療
品

の
使
用
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
を
示
す
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
を

保
険
証
更
新
時
に
、
被
保

一　般　質　問Ｑ Ａ
�

小
林
町
長

A　

広
報
わ
か
さ
の
12

月
号
で
も
答
弁
も
し
て
い

ま
す
。
処
分
は
公
正
で
な

く
て
は
い
け
な
い
。
要
綱

や
職
員
の
組
合
と
の
相
談
、

懲
戒
処
分
委
員
会
を
設
け

て
決
め
ま
す
が
、
最
終
的

に
は
私
が
裁
定
し
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
は
懲
戒
免

職
で
す
。
責
任
が
あ
る
の

は
町
長
で
す
。
こ
れ
か
ら

し
っ
か
り
と
町
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
に
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

Q　

こ
の
度
は
町
職
員
に

よ
る
不
祥
事
が
新
聞
紙
上

を
賑
や
か
し
、
多
く
の
町

民
の
皆
様
の
憤
慨
す
る
と

こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
若
桜
町
の
最
高
責
任

者
と
し
て
率
直
な
町
長
自

身
の
お
言
葉
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

ジェネリック医薬品希望カード

�

小
林
町
長

A　

所
有
者
か
ら
経
営
を

委
託
さ
れ
て
一
括
管
理
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

Q　

自
伐
林
家
で
生
業
と

な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な

支
援
を
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

智
頭
町
で
実
施
さ
れ

て
い
る
杉
小
判
と
同
様
の

考
え
を
し
て
い
る
。
来
年

度
の
予
算
化
を
検
討
す
る
。

Q　

平
成
24
年
度
に
策
定

さ
れ
た
若
桜
町
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
総
合
利
用
計
画
の

進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま

す
。

�

小
林
町
長

A　

お
お
む
ね
計
画
通
り

進
め
て
い
る
。
課
題
解
決
、

険
者
全
員
に
配
布
し
ま
し

た
。
新
た
に
国
保
の
被
保

険
者
と
な
っ
た
方
に
加
入

手
続
き
の
際
に
、
保
険
証

の
交
付
と
あ
わ
せ
て
窓
口

で
お
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行

な
っ
た
結
果
、
国
民
健
康

保
険
の
後
発
医
薬
品
の
数

量
シ
ェ
ア
は
65
．
7
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

効
果
検
証
を
実
施
し
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
す
る

考
え
で
す
。

Q　

旧
森
林
開
発
公
団
で

の
利
用
間
伐
材
は
、
智
頭

の
石
谷
林
業
へ
の
搬
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
若
桜
で
受
入
れ
は
で

き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

実
態
を
把
握
し
な
が

ら
研
究
を
し
た
い
。

�

小
林
町
長

A　

課
題
も
似
通
っ
て
お

り
、
全
町
で
取
り
組
ん
で

い
く
方
が
よ
り
効
率
的

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
方
の

確
保
や
、
育
成
が
大
切
で

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Q　

11
月
の
鳥
取
県
教
育

審
議
会
の
答
申
で
は
、
生

涯
学
習
は
ほ
ぼ
で
き
つ
つ

あ
り
行
動
に
移
す
と
き
が

来
て
い
る
。

　

行
動
に
移
す
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

池
田
の
公
民
館
を
中

心
に
し
て
、
活
動
で
き
る

体
制
を
整
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

〈
そ
の
他
県
営
林
道
の
進

捗
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。〉
小
規
模
多
機
能
自

治
と
は
智
頭
町
の
山
形
地

区
や
山
郷
地
区
の
活
動
が

参
考
に
な
る
。

医　療

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

�

抑
制
に
つ
な
が
る

医
療
費
抑
制
の
施
策
は

若桜総合戦略

毎
年
検
証
を
見
直
す

検
証
と
今
後
の
方
向
は
？

町職員の不祥事

懲
戒
処
分
委
員

会
で
の
公
正
な

処
分

最
高
責
任
者
と

し
て
の
今
の
お

気
持
ち
は

CLTラミナ

好
循
環
を
検
討

町
内
循
環
型
を

地域コミュニティー

全
町
で
取
り
組
む

地
域
づ
く
り
協

議
会
の
検
討
は

木質バイオマス

効
果
検
証
を
し

な
が
ら

利
用
計
画
の
進

捗
は
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前住　孝行�議員

Q　

新
年
度
に
向
け
て
、

社
会
教
育
を
地
域
づ
く
り

へ
ど
う
貢
献
さ
せ
て
い
く

の
か
課
題
へ
の
検
討
状
況

を
伺
い
ま
す
。

�

高
木
政
寛
教
育
長

A　

講
座
へ
の
参
加
が
重

要
で
あ
り
、
啓
発
活
動

な
ど
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

既
存
講
座
の
中
身
の
見
直

し
を
思
慮
中
で
す
。

Q　

県
は
市
町
村
の
役
割

と
し
て
、
住
民
の
地
域
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q　

現
在
、
様
々
な
か
た

ち
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
招
き
、
地
域
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
協
力
隊

の
成
果
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

本
町
で
は
現
在
３
名

の
方
に
活
動
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

１
人
目
の
方
は
３
年
目

を
迎
え
ら
れ
、
自
分
で
お

集
落
担
当
職
員
を
活
用
さ

れ
、
地
域
課
題
を
発
見
し

て
、
行
政
及
び
教
育
委
員

会
部
局
が
連
携
し
て
住
民

と
共
に
企
画
立
案
し
て
い

く
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

地
域
社
会
全
体
を
見

据
え
た
生
涯
学
習
事
業
の

企
画
立
案
は
、
連
携
が
十

分
で
は
な
い
。
町
長
と
教

育
委
員
会
で
構
成
し
た
新

設
の
町
総
合
教
育
会
議
で

協
議
し
実
施
し
た
い
。

Q　

９
月
の
質
問
で
教
育

長
は
、
学
ん
だ
成
果
を
地

域
社
会
に
活
か
す
た
め

の
取
り
組
み
が
欠
け
て
い

る
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
が
、

町
教
育
大
綱
案
が
協
議

さ
れ
た
10
月
教
育
会
議
会

議
録
で
は
協
議
の
状
況
が

確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

店
を
持
ち
、
鹿
革
加
工
製

品
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す

し
、
２
人
目
の
方
も
２
年

目
で
す
が
、
既
に
自
分
で

お
店
を
持
た
れ
、
鹿
の
角

な
ど
を
加
工
し
た
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
販
売
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
３
人
目
の
方
は

ま
だ
１
年
目
で
は
あ
り
ま

す
が
、
若
桜
鉄
道
で
観
光

振
興
や
企
画
・
商
品
開
発

等
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
若
桜
鉄
道
の
経
営
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
町
内
で
活

動
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域

の
活
性
化
に
寄
与
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
協
議
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

�

小
林
町
長

A　

先
の
会
議
は
教
育
委

員
会
終
了
後
の
昼
前
で
も

あ
り
、
議
論
す
る
間
が
な

か
っ
た
。
今
度
は
し
っ
か

り
議
論
を
し
た
い
。

Q　
（
公
財
）
と
っ
と
り

県
民
活
動
活
性
化
セ
ン

タ
ー
は
、
社
会
参
画
機
会

を
促
進
す
る
事
業
な
ど
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
関

与
す
る
こ
と
を
目
的
に
４

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
講
座
に
活
か
さ
れ

て
は
ど
う
で
す
か
。

�

高
木
教
育
長

A　

既
存
の
公
民
館
サ
ー

ク
ル
の
方
等
に
、
そ
の
事

業
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
情
報
発
信
を
進
め

た
い
。

Q　

今
後
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
ど
の
よ
う
な
分

野
に
活
用
さ
れ
る
お
つ
も

り
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

現
在
、
本
町
で
は
農

業
の
従
事
者
が
高
齢
化
し

て
い
て
、
遊
休
や
荒
廃
農

地
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
後
継
者
不
足
の

解
消
や
農
業
を
活
性
化
さ

Q　

平
成
29
年
度
に
向
け

て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
業
務
が

加
わ
り
多
忙
に
な
る
こ
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
適
正
な

人
員
配
置
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

来
年
度
採
用
の
保
健

師
を
募
集
し
た
が
、
応
募

者
が
い
な
い
状
況
。
業
務

の
見
直
し
及
び
職
員
募
集

を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

Q　

高
齢
者
世
帯
や
認

知
症
高
齢
者
が
増
加
傾
向

の
本
町
は
、
き
め
細
か
な

高
齢
者
施
策
が
重
要
で
す
。

新
生
活
総
合
支
援
業
務
は

町
独
自
の
企
画
も
可
能
で

す
の
で
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
包
括
支

せ
て
い
く
た
め
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ

も
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
桜
町
の
伝
統
工
芸
品
で

あ
る
木
工
製
品
製
造
や
土

産
品
の
開
発
販
売
な
ど
本

町
で
と
い
う
相
談
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

Q　

今
後
、
林
業
関
係
は
、

ど
れ
ぐ
ら
い
の
方
を
想
定

し
て
い
る
の
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

今
の
と
こ
ろ
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
林
業
何

名
と
い
う
目
標
は
定
め
て

い
ま
せ
ん
。

Q　

議
会
報
告
会
で
、
吉

川
集
落
や
落
折
集
落
の
方

か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
受
け
入

れ
た
い
と
い
う
よ
う
な
声

も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
Ｙ
Ｙ
Ｃ
の
そ
ば
作
り

の
手
伝
い
、
ヤ
マ
メ
や
イ

ワ
ナ
な
ど
の
養
殖
と
い
う

よ
う
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

以
前
か
ら
吉
川
と

落
折
は
一
番
い
い
か
な
と

い
う
こ
と
を
思
っ
て
お
り
、

ど
う
し
た
ら
実
際
に
実
現

が
で
き
る
か
、
こ
れ
か
ら

考
え
て
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q　

係
る
経
費
を
特
別
交

付
税
措
置
す
る
と
い
う
集

落
支
援
員
制
度
が
あ
り
ま

す
。
集
落
の
あ
り
方
に
つ

い
て
住
民
と
の
話
し
合
い

を
行
い
、
課
題
解
決
の
た

め
の
施
策
に
つ
な
げ
る
役

割
を
果
た
す
支
援
員
の
設

置
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

総
務
省
か
ら
も
活
用

し
た
ら
と
い
う
話
も
あ
り
、

他
町
村
で
も
集
落
支
援
制

度
を
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
の
で
、
私
は
導

入
に
向
け
て
研
究
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

一　般　質　問Ｑ Ａ

上川　裕見子�議員

若桜学園親子会で作ったストラップ

援
セ
ン
タ
ー
が
携
わ
る
の

が
望
ま
し
い
の
で
は
。

�

小
林
町
長

A　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
は
平
成
30
年
の
予

定
。
先
進
自
治
体
等
の
状

況
を
参
考
に
、
設
置
の
あ

り
方
・
時
期
の
検
討
を
し

た
い
。

Q　

公
民
館
で
の
サ
ー
ク

ル
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
る
団
体

の
紹
介
チ
ラ
シ
、ま
た
「
上

手
に
老
い
る
た
め
の
自
己

点
検
ノ
ー
ト
」
を
定
年
退

職
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

�

小
林
町
長

A　

定
年
退
職
は
、
第
二

の
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
が
夢
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
。
チ
ラ
シ
は
設

置
を
検
討
。
ノ
ー
ト
は
認

知
症
予
防
教
室
な
ど
で
紹

介
す
る
こ
と
は
可
能
。

社会教育

ま
ず
は
講
座
参
加
の
啓
発

地
域
づ
く
り
へ
の
貢
献
を

地域おこし協力隊

今
後
も
地
域
振
興
に
つ
な
が

る
よ
う
任
命
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落

支
援
員
を
活
用
し
て
、
地
域

の
課
題
解
決
を

生活支援コーディネーター

先
進
自
治
体
参

考
に
検
討

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
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Q　

地
方
創
生
・
若
桜

町
総
合
戦
略
は
９
月
中
に

ま
と
め
ら
れ
、
特
別
委
員

会
で
議
論
を
行
い
策
定
し
、

31
年
度
末
に
は
目
標
達
成

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
総
合
戦
略
は
若
桜
町

に
と
っ
て
最
後
と
も
言
え

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま

す
。
目
標
達
成
を
図
る
た

め
、
町
長
の
決
意
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

�

小
林
昌
司
町
長

A　

私
も
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
い
う
危
機
感
を
絶

え
ず
持
ち
な
が
ら
取
り
組

み
、
全
職
員
と
力
を
合
わ

せ
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
、
夢
の
持
て
る
活

力
あ
る
ま
ち
を
作
ら
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q　

３
つ
の
大
き
な
柱
で

そ
れ
ぞ
れ
に
基
本
目
標
や

具
体
的
な
施
策
も
あ
り
ま

す
。
28
年
か
ら
31
年
迄
の

計
画
も
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

現
在
各
課
で
、
今

後
４
年
間
の
具
体
的
施
策
、

事
業
内
容
や
実
施
時
期
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
早
急

な
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ

る
も
の
か
ら
順
次
取
り
組

み
ま
す
。

Q　

４
年
間
で
目
標
達
成

を
図
る
た
め
に
は
、
全
職

員
が
総
合
戦
略
を
理
解

し
、
各
課
の
連
携
も
必
要

と
思
い
ま
す
。
総
合
戦
略

を
確
実
に
進
め
る
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と

町
民
皆
様
と
一
体
と
な
っ

て
進
め
る
べ
き
と
思
い
ま

す
。
も
っ
と
分
か
り
や
す

い
、
具
体
的
施
策
を
含
め

報
道
の
予
定
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

各
課
の
連
携
を
図
り
、

事
業
を
効
率
よ
く
進
め
、

私
を
本
部
長
と
し
て
若
桜

町
地
方
創
生
総
合
戦
略
本

部
で
対
応
し
、
町
民
皆
様

に
は
町
報
２
月
号
で
詳
し

く
お
伝
え
し
ま
す
。

Q　

農
業
振
興
、
観
光
振

興
は
、
総
合
戦
略
の
重
要

項
目
で
あ
る
、
地
域
の
経

済
効
果
を
作
り
出
す
た
め
、

町
が
出
資
し
た
事
業
者
等

が
、
人
一
倍
汗
を
か
か
な

け
れ
ば
大
義
は
果
た
せ
な

い
と
思
い
ま
す
。
町
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
、
若
桜
町

の
創
生
に
向
か
い
一
致
団

結
し
て
進
め
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

決
算
審
査
で
議
会
か

ら
の
意
見
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
観
光
関
係
団
体
と

の
連
携
会
議
を
開
催
し
て
、

各
団
体
の
役
割
や
連
携
の

あ
り
方
等
を
町
全
体
と
し

て
、
構
築
で
き
る
よ
う
協

議
し
進
め
ま
す
。

Q　

上
高
野
山
手
側
の

農
地
で
何
十
年
も
放
置
さ

れ
た
、
圃
場
整
備
済
み
の

優
良
農
地
が
、
１
町
２
反

程
度
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

復
元
し
て
町
民
農
園
な
ど

有
効
利
用
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

�

小
林
町
長

A　

圃
場
整
備
し
た
優
良

農
地
で
さ
え
も
、
荒
廃
が

進
み
大
変
憂
慮
し
て
い
ま

す
。
農
業
委
員
会
と
も
連

携
し
て
早
期
に
復
元
し
有

効
活
用
も
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

一 般 質 問Ｑ Ａ

小林　　誠�議員

上高野の荒廃農地

１．年　月　日　　平成27年10月13日（火）～16日（金）
２．訪　韓　先　　大韓民国江原道平昌郡
３．訪 韓 目 的　
　⑴　議会交流
　　①�両郡町ともに議員も多く変わっており、平昌郡議会へ対す

る表敬訪問と、これからの議会交流のあり方に関する協議。
　⑵　経済交流
　　①平昌郡における、鹿の有効利用と米・蕎麦に対する食文化の調査。
　　②�2018年平昌冬季オリンピックを目的とする、両郡町の観光資源のＰＲ。スキー大会等、オリンピッ

ク盛り上げに対する協力に関する調査。
　⑶　その他
　　蓬坪初等学校訪問、平昌冬季オリンピック施設の視察。
�４．内　　　容　
　⑴　議会懇談会（龍坪リゾート）
　　①議会交流
　　　�・�両郡町議員の信頼を深めるため、訪問による交流の継続

について、平昌冬季オリンピック開催後も継続すること
で一致しました。

　　②経済交流
　　　・�ポッコッの会・氷ノ山パトロール隊・各種団体長など多くの方が交流されている中、蕎麦に対す

る食文化の民間交流が出来ないかとの提案に対し、イベント等へ参加は可能との確認をしました。
　　　・�両郡町共に、自然豊かな町であり観光資源も多く存在している。観光資源のＰＲについて出来る

事はないかの提案については、議会と執行部の協議が必要との回答でした。
　　　・�スキーを利用した交流について、まずは、議員間のスキー交流を行ってはとの提案がありました。
　　　・�平昌冬季オリンピック盛り上げに対する協力については、議会と執行部の協議が必要との回答で

した。
　⑵　蓬坪初等学校視察
　　　・英語によるメールの交流について、５年生からなら可能であるとのことでした。
　　　・学校同士の直接交流と保護者同士の交流を行いたいとの提案がありました。
�５．ま　と　め
　　�　2010年11月に友好交流協定締結以来５年が経とうとする中、今回議員全員が参加し、平昌の人達に
触れ文化に触れたことで、交流に対しての思いが共有でき、両郡町の交流に大きく寄与できると感じ
ています。

　　�　今回の訪韓は、議会交流・経済交流・その他と目的をはっきりさせ訪韓をした結果、交流の具体策
が協議できました。議会として交流の継続、蕎麦の民間交流の実施等イベントへ参加するなど具体的
な話が出来ました。これからは、事務レベルでの協議が進み具体的に交流が進むことに協力したいと
考えます。

　　�　蓬坪初等学校では、子どもたちが小さな頃から地域の文化や歴史を学び、生まれ育った地域を大切
にしていることが、韓国の人たちの愛国心を育てているのだと感じました。交流については、英語に
よるメールでの交流、学校同士の直接交流、保護者同士の交流などかなり具体的な話が出ました。執
行部と協議を進める中で実現可能なことからできたらと考えています。

両郡町議会との意見交換

学校内の視察の様子

若桜町議会と大韓民国平昌郡議会との交流

地方創生

将
来
に
夢
を
繋
げ
る
た
め

�

全
力
投
球
で

若
桜
町
総
合
戦
略
の

�

目
標
達
成
を

荒廃農地復旧

早
期
復
元
で
特

産
品
作
り
な
ど

荒
廃
農
地
の
復

元
で
町
民
農
園

な
ど
の
検
討
は
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あ
と
が
き

意見・写真をお寄せください gikai@town.wakasa.tottori.jp 0858（82）2222メール FAX

　

地
球
温
暖
化
の
影
響
な

の
か
、
雪
の
な
い
過
ご
し

易
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た

皆
様
、
一
方
雪
を
待
ち
望

み
な
が
ら
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
皆
様
、
其
々
い
ろ
ん

な
思
い
を
持
っ
て
平
成
28

年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
「
わ
た
し
の
想

い
」
は
、
沢
山
の
皆
様
に

協
力
し
て
戴
い
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
写
真
で
も
、

其
々
の
集
落
や
団
体
で
の

活
動
を
紹
介
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議　
　

長　

川
上　
　

守

議
会
だ
よ
り
調
査
特
別
委
員
会

�

委
員
長　

青
木　

一
憲

�

副
委
員
長　

山
本　

安
雄

�

委　
　

員　

岡
田　

一
弥

�

委　
　

員　

小
林　
　

誠

�

委　
　

員　

山
根　

政
彦
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　私は吉川に住み、若桜町内で仕事をしてい
ます。地元では春と秋のイベントで手打ちそ
ばの販売もしています。また、手打ちそばの
出店や体験依頼もあり、町外に出る機会も度々
ありますが、「若桜に行けばそばを食べれま
すか？」とよく質問されます。若桜も観光地
の一つとして蕎麦屋さんの案内ができないこ
とがとても残念です。この町に毎日多くの観
光客が訪れるようになれば、流通が良くなり
いろんなお店が増えていくと言う声もよく耳
にします。これから造る物も重要ですが、今
ある観光資源に付加価値を付けて誘客するこ
とも重要だと考えます。例えば、町内には吉
川、岩屋堂、小船、湯原、屋堂羅、宿内にお
寺が９か所存在しています。このお寺を利用
してお遍路巡りの若桜バージョンでたくさん
の方に買物や宿泊や体験をしてもらう方法や
身近な場所や物を
掘り起こせればい
ろんな事が出来ま
す。仕事面や個人
でも、じげおこし
をする一員となれ
ると思います。

　７年前に夫の実家である若桜町へ引っ越
し、昨年の４月から若桜町観光協会に勤めさ
せていただいています。以前は鳥取市内に勤
めていたこともあり若桜町の行事に参加する
ことがあまりありませんでした。観光協会に
勤めて数か月が経ち、色々な行事のお手伝い
や運営に携わり、若桜町の観光場所や伝統行
事の素晴らしさを日々感じることができまし
た。観光ガイドの方とお客様と町歩きを実際
することで私自身も新たな発見ができ、今ま
で、通ったことのない道や名所を勉強させて
もらっています。町歩きをしながらお客様か
らの町の風情について沢山のお褒めの声も聞
きました。自分の住んでいる町を褒めていた
だく事は大きな自信となります。若桜町は四
季を感じさせてくれる自然豊かな町です。季
節に合わせて観光すれば色々な若桜町を観る
ことができます。この魅力を町外の方へもっ
とＰＲして観光に来てもらい、活気のある若
桜町にしていかなければなりません。今は「地
方創生」の時代です。緑豊かな自然、レトロ
な雰囲気のまち並みや伝統行事、若桜鉄道や
ＳＬなどを生かして若桜町を活性化させ町外
へと情報発信することが、若桜町観光協会へ
勤める私の任務であり目標です。

若桜町の魅力を
県内外へ発信 じげおこし

このコーナーでは、議会、議員や議会だより等に
関わる町民の皆さんからの御要望や
率直なご意見を紹介いたします。

中嶋　忠篤さん
（吉　川）

加島　裕子さん
（西　町）

不動院岩屋堂
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